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委
員
会
報
告

委員会報告は、シリーズで毎号順番に１つの委員会を大きく取り上げて紹介します。

桜
川
市
議
会
議
員
は
、
全
議
員
が
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
審
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
審
査
内
容
や
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

福祉環境常任委員会では、3 つの所管（市民生活部・保健福祉部・福祉事務所）に属

する事項を調査・審査します。

　

今
回
の
研
修
に
は
、
常
任
委

員
三
名
、
担
当
課
長
、
職
員
が

出
席
し
、
神
戸
市
危
機
管
理

室
職
員
よ
り
、
平
成
七
年
一
月

十
七
日
に
発
生
し
、
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
兵
庫
県
南

部
地
震
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
害
の
状
況
は
、
家
屋
倒
壊

は
も
と
よ
り
、
鉄
道
、
高
速
道

路
の
倒
壊
、
港
の
岸
壁
等
の
使

用
不
能
、
埋
立
地
の
液
状
化
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
等
、
極

め
て
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

総
合
計
画
課
職
員
か
ら
は
救

助
状
況
と
復
興
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
被
災
直
後
に
被

災
者
の
救
助
を
す
る
こ
と
で
生

存
率
が
高
く
な
る
た
め
、
皆
が

震
災
後
の
復
興
と
防
災
に
つ
い
て

協
力
し
て
助
け
合
う
﹁
自
助
・

共
助
・
公
助
﹂
が
大
切
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
供
給
の
た
め
神

戸
市
震
災
復
興
住
宅
整
備
緊
急

三
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
、
職
員

が
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
何
度
も
何
度
も
説
明

会
を
実
施
し
、
今
日
の
再
建
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

　

桜
川
市
は
土
砂
災
害
区
域
が

約
一
一
〇
ヵ
所
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
い
つ
大
規
模
災
害
が
起

き
る
か
想
定
で
き
ま
せ
ん
。
今

回
の
視
察
研
修
で
は
、
日
頃
か

ら
の
災
害
対
策
の
必
要
性
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
消
防
・
防

災
の
充
実
、
災
害
に
強
い
安
心
・

萩原　實委員長

﹁
地
域
づ
く
り
事
業
﹂
を
実
施

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長 

大
塚
秀
喜　

副
委
員
長 

増
田　

豊

委　

員 

増
田 

昇
・
橋
本
位
知
朗
・
鈴
木
好
史
・
市
村 

香
・
大
塚
健
次

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

文
教
常
任
委
員
会

委
員
長 

小
高
友
徳　

副
委
員
長 

古
川
静
子

委　

員 

菊
池
節
子
・
小
林
正
紀
・
相
田
一
良
・
潮
田
新
正

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長 

中
川
泰
幸　

副
委
員
長 

岩
見
正
純

委　

員 

上
野
征
一
・
塚
本　

明
・
仙
波
信
綱
・
増
田
俊
夫
・
皆
川
光
吉

　

金
沢
市
は
、
全
国
で
初

め
て
魅
力
あ
る
町
並
み
を

守
る
た
め
に
﹁
金
沢
市
伝

統
環
境
保
存
条
例
﹂
を
制

定
し
、
そ
の
後
、﹁
金
沢

市
に
お
け
る
伝
統
環
境
の

保
存
及
び
美
し
い
景
観
の

形
成
に
関
す
る
条
例
﹂
へ

と
発
展
さ
せ
、
美
し
く
魅

力
あ
る
景
観
形
成
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
金
沢
の
個

性
と
魅
力
を
高
め
る
た
め

﹁
金
沢
市
こ
ま
ち
な
み
保

存
条
例
﹂
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
独
自
条
例
を
制
定

し
、
観
光
都
市
と
し
て
歴

史
遺
産
や
町
並
み
、
周
辺

景
観
の
保
全
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

桜
川
市
に
お
い
て
も
、

﹁
真
壁
地
区
﹂
が
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
、
地
区
内
の

歴
史
的
建
造
物
の
修
理
・

修
景
は
も
と
よ
り
、
こ
の

周
辺
地
域
の
保
全
・
整
備
、

並
び
に
桜
川
市
全
域
の
質

の
高
い
景
観
の
保
全
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
並
み
保

存
、
修
理
・
修
景
等
の
補

助
事
業
の
創
設
や
地
元
の

石
材
・
木
材
を
活
用
し
、

町
並
み
に
調
和
さ
せ
た
道

路
や
側
溝
・
河
川
等
の
一

体
的
な
整
備
、
軒
下
配
線

を
利
用
し
た
無
電
柱
化
、

空
家
を
利
用
し
た
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
・
観
光
案
内
所
の

整
備
な
ど
、
市
の
支
援
や

体
制
の
確
立
と
合
わ
せ

て
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が

必
要
で
す
。

　

篠
山
市
で
は
、
市
内
の

文
化
財
を
総
合
的
に
と
ら

え
、
積
極
的
に
保
存
・
活

用
を
図
り
、
歴
史
・
文
化

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
行
政
・

市
民
・
関
係
団
体
連
携
の

も
と
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
地
元
の
自

治
会
か
ら
組
織
さ
れ
た

﹁
篠
山
ま
ち
な
み
保
存
会
﹂

の
活
動
は
、
特
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

﹁
篠
山
ま
ち
な
み
保
存

会
﹂
は
、
城
下
町
の
町
並

み
景
観
の
保
存
、
住
環
境

の
整
備
、
個
性
的
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
伝
建
地

区
誕
生
を
機
に
結
成
さ

れ
、
保
存
修
理
事
業
の
進

捗
状
況
や
、
翌
年
度
の
補

助
事
業
実
施
候
補
物
件
の

選
考
、
現
状
変
更
行
為
な

ど
の
重
要
な
協
議
が
行
わ

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
先
進

地
視
察
研
修
や
勉
強
会
な

ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

桜
川
市
真
壁
地
区
に
お

い
て
も
、
重
伝
建
保
存
地

区
の
国
選
定
を
契
機
と
し

て
、
市
内
の
文
化
財
に
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

の
周
知
は
も
と
よ
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
民

間
活
力
の
導
入
は
不
可
欠

で
あ
る
。
地
域
市
民
の
保

存
団
体
の
組
織
化
や
、
行

政
、
市
民
、
さ
ら
に
専
門

分
野
の
技
術
者
等
三
者
一

体
と
な
っ
た
組
織
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
、
伝
統
的
建
造

物
の
一
般
開
放
も
視
野
に

入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

丹
波
市
企
画
部
﹁
心
の

合
併
室
﹂
で
は
住
民
自
治

の
機
能
を
高
め
る
﹁
自
助
・

互
助
﹂
の
考
え
方
を
基
本

に
、
住
民
生
活
に
必
要
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
み
ん

な
で
支
え
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
地
域
に
お
け
る
自
治

意
識
と
問
題
解
決
能
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を

﹁
地
域
づ
く
り
事
業
﹂
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
小

学
校
区
を
活
動
単
位
と

し
、
市
民
に
よ
る
主
体
的

な
連
携
と
交
流
の
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め

﹁
丹
波
市
地
域
づ
く
り
交

付
金
﹂
を
設
け
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
員

の
設
置
、
活
動
拠
点
の
確

保
な
ど
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

視
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平
成
22
年
５
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18
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︶〜
20
日︵
木
︶

視

察

先　

兵
庫
県
丹
波
市
・
篠
山
市

出
席
委
員　

６
名
︵
文
教
常
任
委
員
会
と
合
同
︶

視

察

日　

平
成
22
年
５
月
18
日︵
火
︶〜
20
日︵
木
︶

視

察

先　

岐
阜
県
高
山
市
・
石
川
県
金
沢
市

出
席
委
員　

６
名

視
察
日　

平
成
22
年
５
月
18
日︵
火
︶〜
20
日︵
木
︶

視
察
先　

兵
庫
県
神
戸
市
・
ひ
め
じ
防
災
プ
ラ
ザ
・
北
淡
震
災
記
念
公
園

視

察

日　

平
成
22
年
５
月
18
日︵
火
︶〜
20
日︵
木
︶

視

察

先　

兵
庫
県
丹
波
市
・
篠
山
市

出
席
委
員　

３
名
︵
総
務
常
任
委
員
会
と
合
同
︶

　

丹
波
市
で
は
、
地
域
の

独
自
性
や
細
か
な
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
な

が
ら
市
民
主
導
・
行
政
支

援
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
は
市
民
・
議
会
・

行
政
等
、
市
に
関
す
る
す

べ
て
の
も
の
が
守
る
べ
き

市
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
明

文
化
し
た
﹁
自
治
基
本
条

例
﹂
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
開
始
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

桜
川
市
に
お
い
て
も

﹁
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
や
﹁
市
民
と
行
政

の
協
働
﹂
を
念
頭
に
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

林　悦子委員 横田　衛委員 川那子秀雄委員 高田重雄委員

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が

望
ま
れ
ま
す
。

風野和視副委員長

神戸市における防災についての視察研修風景


